
鎌
倉
光
明
寺
所
蔵
『
元
祖
大
師
五
百
五
拾
年
御
忌
規
鑑
』（
仮
題
）　

紹
介
と
翻
刻

横　

田　

友　

教

は
じ
め
に

　

近
世
に
お
け
る
法
然
上
人
御
忌
法
会
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
か
は
、
一
部
の
大
寺
院
を
除
き
、
あ
ま
り
研
究
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
御
忌
の
歴
史
を
垣
間
見
る
一
助
と
な
る
よ
う
、
鎌
倉
光
明
寺
で
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）
に
行
わ
れ
た
法
然
上

人
五
百
五
十
年
遠
忌
の
記
録
で
あ
る
『
元
祖
大
師
五
百
五
拾
年
御
忌
規
鑑
』
を
翻
刻
し
、
紹
介
す
る
。

一
．
関
東
有
数
の
御
忌

　

藪
内
彦
瑞
編
『
知
恩
院
史
』（
一
九
三
七
）
に
よ
る
と
、
近
世
知
恩
院
で
は
一
七
日
昼
夜
に
わ
た
り
盛
大
な
御
忌
が
営
ま
れ
て
い
た
。

特
に
五
百
回
忌
以
降
の
遠
忌
は
勅
会
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
例
年
よ
り
も
盛
儀
を
極
め
て
い
る
。
ま
さ
に
関
西
を
代
表
す
る
御
忌
法
要
と

い
え
る
。
一
方
、
関
東
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
宇
高
良
哲
氏
は
『
近
世
浄
土
宗
史
の
研
究
』（
二
〇
一
五
、
青
史
出
版
）
の
中
で
、

増
上
寺
の
御
忌
法
要
や
、
深
川
本
誓
寺
、
小
金
東
漸
寺
と
い
っ
た
諸
檀
林
に
お
け
る
永
代
御
忌
執
行
の
契
機
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い

（

（
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る
。
こ
の
研
究
を
踏
ま
え
関
東
を
代
表
す
る
御
忌
と
し
て
注
目
す
る
の
が
、
増
上
寺
と
鎌
倉
光
明
寺
、
そ
し
て
小
金
東
漸
寺
で
あ
る
。

東
漸
寺
は
享
保
二
十
一
年
（
一
七
三
六
）
か
ら
知
恩
院
を
模
し
て
、
永
代
御
忌
が
執
行
さ
れ
る
。
詳
し
く
は
宇
高
氏
の
研
究
を
参
照
さ

れ
た
い
が
、
他
の
檀
林
寺
院
で
御
忌
が
永
代
執
行
さ
れ
る
の
は
江
戸
後
期
か
ら
で
あ
り
、
こ
れ
は
珍
し
い
事
例
で
あ
る
。
こ
の
特
例
を

除
く
と
、
檀
林
首
座
で
あ
る
増
上
寺
が
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
宇
高
氏
に
よ
る
と
、
増
上
寺
の
御
忌
は
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
以

降
に
永
代
厳
修
さ
れ
る
以
前
、
正
月
二
十
四
日
と
二
十
五
日
に
、
他
の
歴
代
上
人
の
忌
日
法
要
と
同
格
程
度
の
法
要
が
な
さ
れ
て
い
る

だ
け
で
、
特
別
な
法
要
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
正
月
二
十
四
日
に
台
徳
院
の
祥
月
忌
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

が
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
二
十
三
日
の
初
夜
法
事
に
加
え
、
二
十
四
日
の
御
成
に
よ
る
繁
務
で
、
御
忌
を
盛
大
に
行
え

な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
他
の
檀
林
の
方
が
増
上
寺
よ
り
も
ゆ
と
り
が
あ
り
、
御
忌
に
力
を
注
げ
た
と
思
わ
れ
る
。

中
で
も
光
明
寺
は
関
東
惣
本
山
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
の
有
力
寺
院
で
あ
り
、
近
世
に
入
っ
て
増
上
寺
に
そ
の
地
位
を
奪
わ
れ
る
も
の
の
、

依
然
多
く
の
末
寺
を
有
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
、
関
東
有
数
の
御
忌
と
し
て
光
明
寺
が
注
目
さ
れ
る
。

二
．『
元
祖
大
師
五
百
五
拾
年
御
忌
規
鑑
』
に
つ
い
て

　

本
書
は
表
紙
が
欠
落
し
て
お
り
、
加
え
て
内
題
も
な
い
。
そ
の
た
め
光
明
寺
の
蔵
書
目
録
が
収
録
さ
れ
て
い
る
『
鎌
倉
市
文
化
財
総

合
目
録　

古
文
書
・
民
俗
篇
』（
一
九
八
五
、
同
朋
舎
）
で
は
、『
浄
土
宗
元
祖
源
空
五
百
五
十
年
忌
記
録
』
と
い
う
仮
名
称
で
収
録
さ

れ
て
い
る
。
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
仮
題
を
考
え
て
み
る
に
、
本
書
は
光
明
寺
で
宝
暦
十
一
年
に
行
わ
れ
た
法
然
上
人
五
百
五
十
年
遠
忌

に
関
す
る
記
録
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
同
寺
に
は
、『
元
祖
大
師
六
百
年
御
忌
規
鑑
』（
外
題
：『
弘
覚
大
師
六
百
遠
忌
御

忌
記
録
』）
と
い
う
法
然
上
人
六
百
年
遠
忌
の
記
録
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
編
年
体
で
整
理
さ
れ
た
同
系
統
の
史
料
で
あ
る

（
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こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
参
考
に
し
て
本
稿
で
は
『
元
祖
大
師
五
百
五
拾
年
御
忌
規
鑑
』
と
仮
題
を
付
け
る
。
成
立
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、

内
容
に
宝
暦
十
一
年
一
月
二
十
六
日
ま
で
の
記
録
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
以
降
と
な
る
。
編
者
に
つ
い
て
は
、
光
明
寺
役
者
が

諸
役
を
呼
び
出
し
て
申
し
付
け
た
内
容
や
、
役
者
発
の
回
文
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
光
明
寺
役
者
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
書
誌
情
報
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
所　

蔵　

大
本
山
光
明
寺

一
、
書　

名　

元
祖
大
師
五
百
五
拾
年
御
忌
規
鑑
（
仮
題
）

一
、
刊　

写　

写
本

一
、
数　

量　

一
冊

一
、
丁　

数　

二
十
丁

一
、
成　

立　

宝
暦
十
一
年
一
月
二
十
六
日
以
降

一
、
装　

丁　

袋
綴
（
現
装
：
結
び
綴
）

一
、
表　

紙　

欠
落

一
、
大
き
さ　

縦
〔
23
・
8
㎝
〕
×
横
〔
16
・
6
㎝
〕

一
、
備　

考　

虫
損
あ
り

　

光
明
寺
所
蔵
の
関
連
資
料
に
は
、『
元
祖
大
師
報
謝
金
扣
』（
一
七
五
八
）
と
『
元
祖
上
人
五
百
五
十
年
御
忌
ニ
付
末
山
御
報
謝
金
銀

銭
之
写
』（
成
立
年
不
詳
）
が
あ
る
。
ど
ち
ら
も
遠
忌
に
際
し
、
末
寺
や
信
者
か
ら
集
め
た
報
謝
金
の
記
録
帳
で
、
少
な
く
と
も
『
元

（
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祖
大
師
報
謝
金
扣
』
は
本
書
作
成
の
参
考
に
用
い
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
な
お
存
在
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
該
当
年
の
日
鑑
は

現
存
し
て
い
な
い
。

　

最
後
に
内
容
に
つ
い
て
少
し
触
れ
て
お
く
。
遠
忌
法
要
は
宝
暦
十
一
年
正
月
二
十
二
日
の
初
夜
法
事
に
始
ま
り
、
二
十
五
日
ま
で
浄

土
三
部
経
の
三
百
部
読
経
が
行
わ
れ
た
。
中
で
も
二
十
三
日
と
二
十
四
日
に
は
、
半
斎
、
読
経
、
読
経
、
初
夜
と
、
一
日
四
座
の
法
要

が
勤
め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
当
時
凶
年
が
続
い
て
お
り
、
末
寺
か
ら
納
め
ら
れ
る
報
謝
米
が
な
く
、
例
年
と
違
い
方
丈
に
お
け
る
斎

や
非
時
は
な
か
っ
た
。
な
お
光
明
寺
所
蔵
の
『
開
山
禅
師
五
百
遠
忌
法
事
記
并
香
奠
記
』
や
『
元
祖
大
師
六
百
年
御
忌
規
鑑
』
に
よ
る

と
、
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
の
記
主
禅
師
五
百
年
遠
忌
と
、
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
の
法
然
上
人
六
百
年
遠
忌
で
は
、
共
に
千
部

会
が
行
わ
れ
て
い
る
。
関
東
有
数
の
御
忌
で
は
あ
る
が
、
同
寺
で
行
わ
れ
た
他
の
祖
師
法
要
と
比
べ
る
と
、
法
然
上
人
五
百
五
十
年
遠

忌
は
規
模
を
縮
小
し
て
執
行
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

註

第
二
篇
第
五
章
「
御
忌
と
勅
会
」

第
二
七
章
二
「
御
忌
法
要
」

『
鎌
倉
市
文
化
財
総
合
目
録
』
で
は
、『
元
祖
大
師
六
百
年
御
忌
規
鑑
』
を
『
浄
土
宗
元
祖
源
空
六
百
遠
忌
記
録
』
と
い
う
名
称
で
収
録

し
て
い
る
。
内
題
や
外
題
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
別
名
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
五
百
五
十
年
遠
忌
の
記
録
に
つ
い
て
も

『
鎌
倉
市
文
化
財
総
合
目
録
』
で
使
用
さ
れ
て
い
る
名
称
は
採
用
し
な
い
。
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【
付
記
】

　

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
史
料
の
調
査
並
び
に
撮
影
を
許
可
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
光
明
寺
様
に
は
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
凡
例
】

　

翻
刻
に
当
た
り
、
努
め
て
底
本
の
体
裁
を
尊
重
し
た
が
、
便
宜
上
、
原
形
を
改
め
た
部
分
も
あ
る
。
お
よ
そ
の
基
準
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

（
一
）
文
中
に
適
宜
、
読
点
（
、）
並
列
点
（
・
）
を
加
え
る
。

（
二
） 

底
本
に
使
用
さ
れ
て
い
る
正
・
略
・
異
体
な
ど
の
文
字
は
、
原
本
の
用
字
を
尊
重
し
た
が
、
入
力
の
関
係
上
、
一
部
現
今
通
用

の
字
体
に
改
め
て
い
る
。

　
　
　
　

一
例
：「
回
」

→

「
囬
」・「
畢
」

→

「
己
」
の
下
に
「
十
」

（
三
） 

文
字
の
上
に
別
字
が
重
ね
書
き
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
、
後
か
ら
書
か
れ
た
文
字
を
本
文
に
示
し
、
先
に
書
か
れ
た
字
を
×
を

冠
し
て
傍
注
す
る
。
な
お
、
先
に
書
か
れ
た
字
が
判
読
で
き
な
い
場
合
は
、（
×
■
）
と
傍
注
に
記
す
。

（
四
） 

変
体
仮
名
は
、
江
（
え
）・
者
（
は
）・
茂
（
も
）・
而
（
て
）・
与
（
と
）・
ハ
（
は
）
の
ほ
か
は
平
仮
名
に
改
め
る
。
ま
た
ゟ

は
ヨ
リ
と
す
る
。

（
五
）
闕
字
は
全
角
一
文
字
分
に
統
一
す
る
。

（
六
）
各
丁
の
左
下
に
は
、　

」
で
丁
数
と
表
裏
を
記
す
。

（
七
）
送
り
仮
名
以
外
の
小
文
字
は
大
文
字
に
改
め
た
。
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な
お
写
真
に
関
し
て
、
四
丁
目
裏
一
行
目
「
増
上
寺
」
の
左
側
に
文
字
が
確
認
で
き
る
が
、
こ
れ
は
五
丁
目
の
紙
面
の
一
部
が
付
着

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

一
九
二

仏
教
学
会
紀
要　

二
六
号



〈
表
紙
〉

〈
裏
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来
巳
年　

元
祖
東
□
（
漸
カ
）

　
　
　
　
　

御
忌
就
御
相
當
、
従
増
上
寺
□

一
、
来
巳
年　

元
祖
東
漸
大
師
就
五
百
五

　
　

相
當
、
於
本
山
御
恩
謝
法
事
御
修
行

　
　

寺
□
（
院
）、

先
格
之
通
、
御
報
謝
金
可
被
差
上
□

　
　

御
□
□
□
相
納
リ
候
、
御
報
謝
金
員
数
、
別
紙
□　
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差
□
（
進
カ
）候、

□
（
且
）又　

大
師
御
廟
堂
之
修
覆
、
□
（
其
）外

□
（
御
）□

　
　

取
繕
等
、
多
分
之
御
入
用
茂
有
之
候
間
、
□
門
末
并

　
　

末
た
之
寺
院
・
道
心
者
・
檀
越
之
輩
ニ
至

　
　

出
情
候
様
ニ
、
觸
下
之
面
た
江
被
相
達
、
觸
□

　
　

十
月
限
リ
御
勝
手
次
第
當
山
迠
、
御
報
□
（
謝
カ
）

　
　

以
上
、 

」
一
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
上
寺
役
者

　
　
　
　
　

□
五
月　
　
　
　

 　
　
　

圓
□
（
海
カ
）

　
　
　
　
　

鎌
倉

　
　
　
　
　
　
　

光
明
寺
御
丈
室

一
、
御
報
謝
金
増
上
寺
江
相
納
候
、
帳
面
壱
札
別

　
　
　
　
　

卯
十
夜
南
北
御
末
山
登
山
之
節
、　

御
忌
御
法
要
之

　
　
　
　
　

義
、
六
役
中
江
御
直
た
被　

仰
出
候
趣
、
左
之
通
、

一
、
来
□
（
ル
）巳
正
月　

元
祖
大
師
就
五
百
五
拾
回
御
忌
御
□
□ 

」
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法
要
二
夜
三
日
、
三
百
部
讀
経
可
被
遊
御
修
行
、
□
（
且
）又

　
　

御
末
山
御
報
謝
金
、
先
達
而
知
恩
院
江
被
差
出
候
ニ
付
、

　
　

當
山
江
御
報
謝
金
不
及
被
相
納
候
、
其
内
高
徳
院
・
新
（
　
■
）

　
　

御
末
山
尋
常
勤
務
無
之
候
間
、
報
謝
金
為
差
出

　
　

可
然
、
尤
於
方
丈
斎
會
・
非
時
被
行
之
候
義
、
可
為
無
用
、
登

　
　

山
之

　　
　

正
月
廿
日
限
可
然
候
条
、
被　

仰
出
候
、 

」
二
ウ

　
　
　
　
　
　

新
御
末
山
江
差
出
候
回
文
、
左
之
通
、

一
、
来
ル
巳
正
月
廿
五
日　

元
祖
大
師
就
五
百
五
拾
回
御
忌
、
従

　
　

廿
二
日
廿
五
日
迠
、
御
法
事
被
遊
御
修
行
候
、
尤
先
年

　
　

開
山
禅
師
御
遠
忌
之
節
、
出
勤
有
之
候
通
、
又
末
・
寮
舎
迠
、

　
　

来
正
月
廿
日
限
リ
登
山
可
有
之
候
、
於
□
（
自
）坊

御
遠
忌
御
忌

　
　

被
□
（
相
）勤

候
ハ
□
（
ヽ
）、

右
之
趣
を
以
、
取
越
相
勤
可
然
候
、
此
□
（
段

□支
□配
）

 

」
三
オ

×

一
九
六

仏
教
学
会
紀
要　

二
六
号



下
江
茂
可
被
相
觸
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
山

　
　
　
　
　
　

辰
七
月
十
八
日　
　
　
　
　

役
者

　
　
　
　
　
　
　

新
御
末
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

何
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

￤
│

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

￤
│

追
啓
、各
登
山
之
節
、三
経・帽
子
持
参
可
有
之
候
、且
末
寺
有
之
寺
院
者
、

出
世
寺
何
ヶ
寺
・
西
堂
寺
何
ヶ
寺
・
寮
舎
何
軒
与
、寺
号
之
上
書
付
、次
江

□
（
可

□被
□相
□回
□候
□尤
カ
）出世

寺
者
綸
旨
、西
堂
寺
者
都
部
、是
又
持
参
候
様
可
被

相
觸
候
、
已
上
、

　
　
　
　
　
　

□
（
従
）増

上
寺
御
觸
書
、
左
之
通
、 

」
三
ウ

一
、 

来
ル
□
（
巳

□正
）月　

元
祖
大
師
御
遠
忌
ニ
付　

徽
号
且 

勅
使
□
□
、
當
六
月
十
九
日
従
本
山
傳
奏
方
江
、
御
願
被 

仰
上
候
處
、
徽
号
且
勅
使
可
被
成
下
之
御
旨
、
同
廿
四
日 

御
願
之
通
被　

仰
出
、
猶
其
節
ニ
至
、
可
被
為
有
御
沙
汰 

之
御
事
ニ
候
、
此
段
被
得
其
意
、
支
配
下
江
茂
可
被
成
御
觸
候
、 

以
上
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

」
四
オ

一
九
七

鎌
倉
光
明
寺
所
蔵
『
元
祖
大
師
五
百
五
拾
年
御
忌
規
鑑
』（
仮
題
）　

紹
介
と
翻
刻



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
上
□
（
寺
）

　
　
　
　
　

辰
七
月
廿
二
日　
　
　
　
　
　

役
者

　
　
　
　

鎌
倉

　
　
　
　
　
　

光
明
寺
御
丈
室

　
　
　
　
　

南
北
御
末
山
差
出
候
回
文
、
左
之
通
、

一
、
来
巳
正
月
廿
五
日　

元
祖
大
師
五
百
五
拾
回
御
忌
ニ
付
、

　
　

来
ル
正
月
廿
日
限
リ
登
山
可
有
之
候
、尤
末
寺
有
之
寺
院
□
（
者
カ
）、

　
　

出
世
□
（
寺

□者
カ
）綸旨

、西
堂
寺
者
□
（
都
）部

、持
参
可
有
□
（
之
）候

、此
□
（
段
カ
）

 

」
四
ウ

　
　

被
得
□
（
其

□意
カ
）、支

配
下
江
可
被
相
觸
□
、
以
上
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
山

　
　
　
　
　

辰
十
一
月　
　
　
　
　
　
　
　

役
者

　
　
　
　
　

南
北
末
山
中

　
　

追
啓
、各
寺
号
之
上
、回
文
相
達
候
日
時
書
付
、印
形
認
、且
末
寺
有
之

　
　

寺
院
者
、
出
世
寺
何
ヶ
寺
・
西
堂
寺
何
ヶ
寺
・
寮
舎
何
軒
与
、
是
又

　
　

 
書
付
、次
江
可
被
相
回
候
、尤
登
山
之
節
、各
□
（
三
）経

・
帽
子
、持
参
□
（
可
）有

之
候
、以
上
、

　
　
　
　
　

月
番
□
（
江
）差

出
候
回
文
、
左
□
（
之
）通

、 

」
五
オ

一
九
八

仏
教
学
会
紀
要　

二
六
号



一
、
来
巳
正
月
廿
五
日　

元
祖
大
師
□
（
就
カ
）五百

五
拾
回
御
忌
、
大
衆

　
　

出
勤
之
儀
、
先
年　

開
山
禅
師
御
遠
忌
之
節
、
例
可
有

　
　

之
候
間
、
右
之
趣
を
以
御
取
計
、
尤
正
月
廿
日
登
山
有
之
候
様
、

　
　

不
残
可
被
成
御
觸
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　

辰
十
一
月　
　
　
　
　
　
　

役
者

　
　
　
　
　

當
月
行
事

　
　
　
　
　
　
　

諦
善
和
尚 

」
五
ウ

　
　
　
　
　

巳
正
月
十
九
日

一
、
六
役
中
登
山
之
届
、

　
　
　
　
　

同
廿
日

一
、
諸
庵
主
・
同
庵
登
山
之
届
、

一
、
南
北
御
末
山
・
新
末
・
又
末
・
寮
舎
、
登
山
、

　
　
　
　
　

同
廿
一
日
、
月
番
江
差
□
（
出

□候
カ
）回文

、
左
之
通
、 

」
六
オ

一
九
九

鎌
倉
光
明
寺
所
蔵
『
元
祖
大
師
五
百
五
拾
年
御
忌
規
鑑
』（
仮
題
）　

紹
介
と
翻
刻



一
、
御
法
事
中
諸
事
相
慎
、
別
而
□
（
火
カ
）之元

入
念
候
様
、
谷
中

　
　

御
觸
可
被
成
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　

正
月
廿
一
日　
　
　
　
　

役
者

　
　
　
　
　

當
月
行
事

　
　
　
　
　
　
　

檀
信
和
尚

　
　
　
　
　

御
門
前
名
主
申
渡
候
趣
、
左
之
通
、

一
、
御
法
事
中
本
當
（
堂
）江

相
結
、
諸
事
被
附
心
可
然
候
、
且
□
（
又
） 

」
六
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

火
之
元

　
　

御
門
前
諸
事
相
慎
、
別
而
◦
入
念
、
夜
番
申
付
候
様
申
□
□
、

一
、
得
御
意
度
義
有
之
候
間
、
只
今
入
来
可
被
成
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　

正
月
廿
一
日　
　
　
　
　

役
者

　
　
　
　
　
　
　

六
役
衆
中

　
　
　
　
　

即
刻
六
役
中
入
来
□
□
談
候
趣
、
左
之
通
、 

」
七
オ

二
〇
〇

仏
教
学
会
紀
要　

二
六
号



一
、
今
般
、
諸
事
如
法
ニ
讀
経
相
勤
、
□
（
卑
）劣

之
勧
化
ニ
相
似
無

　
　

之
様
、
肝
要
思
召
候
、
此
段
被　

仰
出
候
、
且
又　

御
朱
印
御
改

　
　

御
用
ニ
付
、
御
帰
山
不
被
為
遊
候
、
依
之
、
御
名
代
慈
眼
院
被

　
　

仰
付
候
、
六
役
中
者
弐
ヶ
寺
宛
交
代
、
法
要
出
勤
、
□
（
但
）先

ニ

　
　

洒
水
、
残
三
ヶ
寺
者
五
條
ニ
而
、
内
陣
結
被　

仰
出
候
、
猶
□
（
又
）

　
　

今
般
御
書
付
を
以
、
被　

仰
出
候
趣
、
左
之
通
、 

」
七
ウ

一
、
當
山
末
山
中
、
旧
来
よ
り　

御
忌　

善
導
忌

　
　

開
山
忌　

十
夜
別
行　

右
四
箇
度
、
報
謝
米
相

　
　

納
来
リ
候
、
因
玆
於
方
丈
、
逮
夜
・
當
日
、
斎
會
・
非
時

　
　

被
行
之
、
然
ル
處
世
上
一
統
就
困
窮
、
末
山
中
報
謝

　
　

米
被
相
納
候
事
、
被
及
難
義
候
□
（
条
）、

時
た
為
□
（
申
）聞

令

　
　

承
知
候
、
然
共
一
存
ニ
而
難
致
容
赦
候
之
条
、
是
迠
不
能 

」
八
オ　

二
〇
一

鎌
倉
光
明
寺
所
蔵
『
元
祖
大
師
五
百
五
拾
年
御
忌
規
鑑
』（
仮
題
）　

紹
介
と
翻
刻



　
　

其
沙
汰
候
、
當
春
仲
間
中
江
粗
相
談
候
處
、
何
茂
尤
ニ

　
　

被
聞
届
候
、
向
後
者
右
四
箇
度
共
、
報
謝
米
令
容
赦
、

　
　

不
及
相
納
候
、
於
方
丈
斎
會
・
非
時
不
被
相
行
候
間
、
此
段

　
　

可
被
相
心
得
候
、　

但
年
始
・
七
夕
・
歳
暮
、
三
度
之
祝
義
□
（
者
カ
）、

　
　

准
増
上
寺
如
旧
来
可
被
相
納
候
、
尤
右
四
箇
度
法
要
□
（
者

□如
カ
）

　
　

唯
今
迠
、
無
怠
慢
登
山
可
被
相
勤
候
事
、 

」
八
ウ

　
　

右　

仰
渡
之
趣
、
明
日
年
始
御
禮
集
會
之
席
ニ
而
可
申

　
　

渡
候
、
此
段
先
得
内
意
候
、

　
　
　
　
　
　

両
院
差
出
候
回
文
、
左
之
通
、

　
　
　
　
　
　
　

六
ッ
半
時

一
、
明
廿
二
日
◦
、
古
末
山
中
年
頭
御
禮
式
有
之
候
間
、
被
得
其
意
、

　
　

壱
番
鐘
弥
陀
當
（
堂
）江

集
會
候
様
、
可
□
（
被
）相

達
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　

正
月
廿
一
日　
　
　
　
　

役
者 

」
九
オ

二
〇
二

仏
教
学
会
紀
要　

二
六
号



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蓮
乗
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
手
院

一
、
明
廿
二
日
五
ッ
半
時
、
新
末
山
中
・
又
末
・
寮
舎
、
年
頭
御
禮
式

　
　

有
之
候
間
、
弐
番
鐘
弥
陀
當
（
堂
）江

集
會
候
様
、
不
残
可
被
相
達
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　

正
月
廿
一
日　
　
　
　
　
　

役
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蓮
乗
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
手
院

　
　
　
　
　

月
番
江
差
出
候
回
文
、
左
之
通
、 

」
九
ウ

一
、
達
儀
有
之
候
間
、
只
今
入
来
可
被
成
候
、
已
上
、

　
　
　
　
　

正
月
廿
一
日　
　
　
　
　
　

役
者

　
　
　
　
　

當
月
行
事

　
　
　
　
　
　

檀
信
和
尚

　
　
　
　
　

即
刻
月
番
参
上
、
申
渡
候
趣
左
之
通
、

一　

持
経
者
大
衣
、
西
堂
壱
僧　

一
侍
者　

四
僧

一　

内
陣
殿
司
・
外
陣
殿
司　
　

四
拾
僧 

」
十
オ

二
〇
三

鎌
倉
光
明
寺
所
蔵
『
元
祖
大
師
五
百
五
拾
年
御
忌
規
鑑
』（
仮
題
）　

紹
介
と
翻
刻



　
　

右
之
衆
僧
随
分
神
妙
ニ
候
僧
吟
味
之
上
、
猶
又
如
法
ニ

　
　

相
勤
候
様
御
申
渡
、
役
所
江
因
名
御
書
出
可
被
成
之
条

　
　

申
渡
、
役
配
書
付
相
渡
遣
候
事
、

　
　
　
　
　

後
刻
月
番
入
来
、
届
左
之
通
、

一
、
被
仰
渡
候
御
役
配
之
通
、
吟
味
仕
、
随
分
如
法
可
相
勤
旨

　
　

申
渡
候
、
則
因
名
書
付
持
参
有
之
候
事
、 

」
十
ウ

　
　
　
　
　

六
役
中
江
書
付
差
出
候
、
左
之
通
、

一
、
唯
今
被
位
張
ニ
候
間
、
被
相
心
得
候
寺
院
、
参
當
（
堂
）有

之
候
様
、

　
　

御
申
渡
可
被
成
候
、
已
上
、

　
　
　
　
　

正
月
廿
一
日　
　
　
　
　
　

役
者

　
　
　
　
　
　

六
役
中

　
　
　
　
　

月
番
江
差
出
候
書
付
、
左
之
通
、 

」
十
一
オ

二
〇
四

仏
教
学
会
紀
要　

二
六
号



一
、
唯
今
被
位
張
ニ
候
間
、
殿
司
之
内
、
四
五
僧
参
上
候
様
、
御
申

　
　

渡
可
被
成
候
、
已
上
、

　
　
　
　
　

正
月
廿
一
日　
　
　
　
　
　

役
者

　
　
　
　
　

當
月
行
事

　
　
　
　
　
　

檀
信
和
尚

　
　

 

追
啓
、明
廿
二
日
四
ッ
時
過
習
禮
有
之
候
、殿
司
之
僧
不
残
、大
鼓
次
第
参
堂

　
　

有
之
候
様
、
御
觸
可
被
成
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　

同
日
申
下
刻 

」
十
一
ウ

一
、
御
末
山
次
第
帳
、
慈
眼
院
持
参
之
事
、

一
、
被
位
□
（
張
）之

事
無
量
寺
・
両
院

役
者
・
帳
場
、　

殿
司
之
僧
被
位
張
、

　
　
　
　
　

廿
二
日
六
半
時
壱
番
鐘
、
右
末
山
弥
陀
堂
江
集
會
、

　
　
　
　
　

年
頭
御
禮
式
、
左
之
通
、

一
、
壱
間
、
弐
畳
䑓
・
三
ッ
具
足
、
御
名
代
役
者
弐
畳
䑓
脇
ニ

　
　

着
座
、
□
（
上
カ
）座焼

香
、
同
時
三
拜
、
畢
而
三
ッ
具
足
引
之
、 

」
十
二
オ

二
〇
五

鎌
倉
光
明
寺
所
蔵
『
元
祖
大
師
五
百
五
拾
年
御
忌
規
鑑
』（
仮
題
）　

紹
介
と
翻
刻



　
　

中
央
出
□
次
引
渡
、
茶
・
雜
煮
・
土
器
・
核
相
済
、
酒
三
献
・

　
　

核
弐
種
出
之
、
畢
而　

仰
出
之
趣
□
（
申
）渡

候
、
前
ニ
記
候
故

  　

 

□
（
存
）略

、
是
畢
而
退
去
、

　
　
　
　
　

同
日
五
ッ
半
時
、
新
末
山
・
又
末
・
寮
舎
、
年
始
御
礼

　
　
　
　
　

式
如
古
末
山
、
但
左
右
上
座
江
土
器
・
核
、
帳
場

　
　
　
　
　

次
座
江
順
盃
、次
座
よ
り
上
座
左
右
江
返
盃
、次
ニ 

」
十
二
ウ

　
　
　
　
　

役
者
江
返
盃
、
畢
而　

仰
出
之
趣
申
渡
候
事
、

　
　
　
　
　

両
院
江
差
出
候
回
文
、
左
之
通
、

一
、
□
（
唯
）今

習
禮
有
之
候
間
、
弥
陀
堂
江
集
會
候
様
、
不
残
可
被

　
　

相
達
候
、
已
上
、

　
　
　
　
　

正
月
廿
二
日　
　
　
　
　
　

役
者 

」
十
三
オ

二
〇
六

仏
教
学
会
紀
要　

二
六
号



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蓮
乗
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
手
院

　
　
　
　
　

即
刻
大
鼓
、
惣
末
山
弥
陀
堂
江
集
會
、

一
、
弥
陀
堂
江
列
席
、
玄
関
よ
り
弐
行
昇
堂
、
先
ニ
洒
水

　
　
光
徳
寺

覚
栄
寺
、
本
堂
習
禮
、
被
位
見
等
畢
而
退
散
、
次
侍
者

　
　

持
経
□
（
者
）・

殿
司
習
禮
為
致
候
、
畢
而
退
去
、
席
圖
并

　
　

行
列
付
、
別
ニ
有
之
候
事
、 

」
十
三
ウ

　
　
　
　
　

同
日
申
上
刻
、
御
初
夜
、

一　

洪
□
（
鐘
）　

　

集
會
、 

一
大
鼓　

惣
衆
参
堂
、

一　

喚
鐘　

導
師
昇
堂
、
一
四
智
讃

一　

四
奉
請　
　
　
　
　

一
護
念
経
行
導

一　

禮
讃　
　
　
　
　
　

一
別
時
念
佛
開
闢

　
　
　
　
　

廿
三
日
卯
上
刻
、
飯
斎
、　 

」
十
四
オ

二
〇
七

鎌
倉
光
明
寺
所
蔵
『
元
祖
大
師
五
百
五
拾
年
御
忌
規
鑑
』（
仮
題
）　

紹
介
と
翻
刻



一　

大
鐘　
　

集
會
、　 

一
大
鼓　

惣
衆
参
堂
、

一　

喚
鐘　

導
師
昇
堂
、
一
四
奉
勧
請

一　

弥
陀
経　
　
　
　
　

一
念
佛
一
會

　
　
　
　
　

同
日
辰
上
刻
、
讀
経
、

一　

洪
□
（
鐘
）　

　

集
會
、 

一
大
鼓　

惣
衆
参
堂
、

一　

喚
鐘　

導
師
昇
堂
、
一
梵
讃 

」
十
四
ウ

一　

導
師
薫
香
、
次
奠
茶
、
一
前
伽
陀

一　

壇
下
□
（
三
）拜

、
次
登
高
坐
、
次
壇
上
洒
水
、
次
始
経
、

一　

次
後
伽
陀　
　
　
　
　

一
念
佛
一
會

　
　
　
　
　

同
日
午
上
刻
、
讀
経
如
前
、

　
　
　
　
　

同
日
申
上
刻
、
初
夜
如（
マ
ヽ
）

　

一　

大
鐘　
　

集
會
、 

一
□
（
大
）鼓　

　

参
堂
、 

」
十
五
オ

二
〇
八

仏
教
学
会
紀
要　

二
六
号



一　

喚
鐘　

導
師
昇
堂
、　 

一
四
智
讃

一　

四
奉
請　
　
　
　
　
　

一
後
夜
偈

一　

禮
讃
行
導　
　
　
　
　

一
次
四
誓
偈

一　

次
念
佛
一
會

　
　
　
　
　

廿
四
日
卯
上
刻
、
飯
斎
如
前
日
、

　
　
　
　
　

同
日
辰
上
刻
、
讀
経
如
前
日
、 

」
十
五
ウ

　
　
　
　
　

同
日
午
上
刻
、
讀
経
如
前
日
、

　
　
　
　
　

同
日
申
上
刻
、
初
夜
如
前
日
、

　
　
　
　
　

同
日
後
夜
、
慈
眼
院
出
勤
、

　
　
　
　
　

廿
五
日
辰
上
刻
、
飯
斎
、

一　

洪
鐘　
　

集
會
、 

一
大
鼓　

惣
衆
参
堂
、

一　

喚
鐘　

導
師
昇
堂
、
一
梵
讃 

」
十
六
オ

二
〇
九

鎌
倉
光
明
寺
所
蔵
『
元
祖
大
師
五
百
五
拾
年
御
忌
規
鑑
』（
仮
題
）　

紹
介
と
翻
刻



一　

四
□
（
奉
）請　

　
　
　

一
護
念
経
行
導
、
畢
而
着
座
、

一　

次
雙
盤
之
内
左
右
よ
り
焼
香
、
拜
禮
、

　
　

内
陣
内
弐
畳
目
、　

六
役
中
拜
禮
、
焼
香
、

　
　

内
陣
内
壱
畳
目
、　

古
末
山
拜
禮
、
焼
香
、

　
　

外
陣
外
弐
畳
目
、　

新
末
山
拜
禮
、

　
　

外
陣
外
三
畳
目
、　

又
末
・
西
堂
・
寮
舎
拜
禮
計
、 

」
十
六
ウ

　
　

次
別
時
念
佛
、
惣
回
向
、
畢
而
下
堂
、

　
　
　
　
　

高
徳
院
并
所
化
方
拜
禮
、
席
左
之
通
、

　
　

外
陣
外
壱
畳
目
、　

高
徳
院
拜
禮
、
焼
香
、

　
　

内
陣
内
壱
畳
目
、　

所
化
・
月
行
事
拜
禮
、
焼
香
、

　
　

外
陣
外
弐
畳
目
、　

大
衆
頭
已
下
拜
禮
、

　
　
　
　
　

香
奠
覚
、
左
之
通
、 

」
十
七
オ

二
一
〇

仏
教
学
会
紀
要　

二
六
号



　

一
金
千
疋　
　
　
　
　
　
　

古
末
山
中

　

一
金
百
疋　
　
　
　
　
　
　

高
徳
院

　

一
金
百
疋　
　
　
　
　
　
　

惣
大
衆
方

　
　
　
　

御
報
謝
金
覚
、
左
之
通
、

　

一
金
三
百
疋　
　
　
　
　
　

高
徳
院

　

一
金
千
疋　
　
　
　
　
　
　

新
末
山
中 

」
十
七
ウ

　
　
　
　

本
堂
荘
厳
、
左
之
通
、

一
、
御
影
前
備
壱
餝
盛
物
五
對
、
但
鈴
皿
干
菓
子

　
　

品
た
、
蝋
燭
五
挺
立
、
須
弥
壇
左
右
に
ら
み
壱
對
、

　
　

幡
・
氷
（
水
）引

内
陣
□
（
外
）陣

懸
之
、
外
陣
縁
輪
上
絹
幕

　
　

五
張
、
外
通
リ
麻
幕
張
之
、
後
拜
よ
り
玄
関
迠
左
右

　
　

竹
屋
（
矢
）来

、
向
拜
竹
屋
（
矢
）来

之
内
江
道
幡
、
左
右
江
三
本
宛
、 

」
十
八
オ

二
一
一

鎌
倉
光
明
寺
所
蔵
『
元
祖
大
師
五
百
五
拾
年
御
忌
規
鑑
』（
仮
題
）　

紹
介
と
翻
刻



　
　

玄
関
前
同
断
、
都
合
拾
弐
本
立
之
、
玄
関
上
紫
幕

　
　

張
之
候
事
、

　
　
　
　
　

右
末
山
□
（
中

□ゟ
カ
）花献

上
、
左
之
通
、

一
、
生
花
竹
筒
ニ
而
四
拾
六
、
内
陣
中
央
前
左
右
江
机
弐
脚

　
　

 

宛
差
出
相
備
之
候
、　

惣
大
衆
ヨ
リ
生
花
、
竹
筒
ニ
而
弐
ッ
献
上
仕
候
、

　
　
　
　
　

御
忌
會
札
、
左
之
通
、 

」
十
八
ウ

　
　

圓
光
大
師
御
忌
、

　
　

京
都
於
知
恩
院
、
正
月
廿
四
日

　
　

勅
會　
　
　
　
　
　
　

御
法
事
、

　
　

圓
光
大
師
法
□
（
然
）上

人
五
百
五
拾
回

　
　

御
忌
、
於
當
山
大
乗
妙
典
三
百
部
、

　
　

従
来
正
月
廿
三
日
至
廿
五
日
、　 

」
十
九
オ

二
一
二

仏
教
学
会
紀
要　

二
六
号



　
　
　
　

辰
十
月　
　
　
　

役
者

　
　
　
　
　

為
恐
悦
参
上
之
寺
院
、
左
之
通
、

一
、
六
役
為
惣
代
高
□
（
徳
）寺

・
圓
福
寺
・
報
身
院
、
末
山
為

　
　

惣
代
正
行
院
・
正
業
寺
、
新
末
山
為
惣
代
新
光
明
寺
・

　
　

浄
心
寺
参
上
、
因
何
茂
今
日
帰
寺
仕
候
届
有
之
候
、

　
　
　
　
　

廿
六
日
慈
眼
院
登
山
、 

」
十
九
ウ

一
、
今
般
御
名
代
蒙　

仰
、
首
尾
能
別
而
難
有
仕
合
□
（
奉

□存
）候

、

　
　

依
之
、
御
菓
子
料
金
百
匹
并
壱
品
被
差
上
候
、

一
、
為
恐
悦
、
諸
庵
主
参
上
之
事
、

一
、
近
末
中
為
御
□
、
参
上
之
事
、

　
　
　
　
　

以
上
、

　
　
　
　

月　

日 

」
二
十
オ

二
一
三

鎌
倉
光
明
寺
所
蔵
『
元
祖
大
師
五
百
五
拾
年
御
忌
規
鑑
』（
仮
題
）　

紹
介
と
翻
刻



 

」
二
十
ウ

二
一
四

仏
教
学
会
紀
要　

二
六
号


